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環境保全型土壌診断ソフトの開発２．

［要約］

環境負荷に配慮した処方箋作成ソフトを使うことにより、環境負荷を与えない

合理的な施肥指導が可能になる。
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［背景・ねらい］

過剰傾向にある有機質資源を有効に使うことは環境保全型農業の確立にとって重要で

ある。家畜排泄物、生ごみコンポストなどの未利用資源を農地に還元することに対する

社会的ニーズが今後益々大きくなってくる。しかしながら、有機質資材を過剰に施用す

ると土壌の化学性の乱れを誘発し、さらには地下水汚染などの環境負荷を伴う事態も想

定される。そこで、環境保全を意識した土壌診断を的確に行うためのソフトの開発が望

まれている。

［成果の内容・特徴］

１．土壌分析結果を入力すると処方箋が作成される。

２．処方箋は改良目標値と比較することによって作られる。

３．改良目標値は作物種類、火山灰土壌、非火山灰土壌、陽イオン交換容量に応じて設

定できる。

４．なお、土壌診断による過不足の判定は処方箋の中の目標下限と目標上限に対して、

分析値がどうであるかによってなされる。

５．資材の施用量は、ステップ１～ステップ６に従い、レーダーチャートで確認しなが

ら決定する。

６．有機物資材を最初に決定し、各種成分の過剰施用が起こらないように配慮してある。

７．なお、資材の施用により改良目標値を超える結果になるときには、資材の施用がで

きないようになっている。また、その施用によって、目的成分以外の副成分が入るこ

とがある。そのことにより、塩基バランスの悪化や環境負荷が起こらないようにレー

ダーチャートで確認するようになっている。

８．有機物資材を施用する事により、施肥窒素の減肥を指示するように配慮した。

以上のことから、環境負荷に配慮した処方箋作成ソフトの活用により、合理的な施肥

指導が可能になる。

［成果の活用面・留意点］

１．このソフトはエクセル2000で作成した。提供可能である。

２．改良目標値は適宜更新する予定である。現段階では暫定的な値が入っている。




